
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより １月号 

 あけましておめでとうございます。本格的な寒さがやってきました。いつもより食欲がない、

元気がない、機嫌が悪いといった状態は病気のサインかもしれません。いつもと違う様子がある

場合は、無理せずゆっくり過ごしましょう。 

2026年1月5日 

企業主導型保育所 

ＯＵＲＳｂａｂｙ 

保健課 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染性胃腸炎が流行る季節です 

ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルスが原因で、吐き気や嘔吐、下痢、
腹痛などの症状が見られ、発熱する場合もあります。 
下痢や嘔吐がある場合は早めに病院で診てもらい、脱水症状にならないよう、
こまめな水分補給を心がけましょう。また、吐物や便にはウイルスが含まれて
いるので適切な処理をし、片付け後は、手洗い・うがいをきちんと行ってくだ
さい。 

85℃の熱湯に１分以上浸け

るか、塩素系漂白剤を薄め

た物で消毒します。 

汚れた衣服は… 

消毒ができたら洗濯機に

入れても大丈夫です。 
汚れた場所もしっかりと

消毒を行いましょう。 

冬のかぜについて 
冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉など

が主症状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下痢が主

症状の“お腹にくるかぜ”（感染性胃腸炎など）

があります。冬場、特に注意すべきはインフ

ルエンザです。時に重症化することがあり、

急な発熱や悪寒、筋肉痛・関節痛を伴うよう

なら、インフルエンザの可能性があるので早

めに医師にかかりましょう。 

自宅では、部屋を

保温・加湿し、脱

水症状が出ないよ

う、水分補給には

十分注意しましょ

う。 

冬の服装について 
寒くなると、つい多めに着込みがち

ですが、子どもは体温が高く、汗も

かきやすいので、大人より１枚少な

い服装を心がけましょう。まず、下

着を着けて体を冷やさないことが大

切です。次に、厚手の服を１枚着る

より、素材の異なる薄手の服を２枚

重ねる方が、空気の層ができて温か

くなり、室温に合わせて脱ぎ着がし

やすくなります。屋外で着るジャン

パーなどは、そで口や首元がピッタ

リと閉じている物を選びましょう。 


